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　第６回会議が12月8日から11日までの４日間の日程で開催されました。
条例の制定・改正4件、平成27年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、
人権擁護委員の推薦、議員提出議案などを審議し、全て可決した。
　一般質問には12名が登壇し、施策や行政課題など執行部の考えを質した。

一般会計補正予算（第3号）

1,701万1千円を追加し

・ 国民健康保険特別会計……………………………………3億1,080万8千円 増
　　 主なもの　保険財政共同安定化事業拠出金……………3億223万3千円
・ 介護保険特別会計……………………………………………… 419万4千円 増
　　 主なもの　介護サービス等給付費負担金………………… 339万5千円
・ 簡易水道事業特別会計………………………………………… 139万4千円 増
　　 主なもの　消費税…………………………………………… 139万4千円
・ 下水道事業特別会計………………………………………………… 247万円 増
　　 主なもの　修繕料として………………………………………… 247万円
・ 上財産区特別会計………………………………………………… 58万3千円
　　 主なもの　費用弁償………………………………………………1万8千円
　　 　　　　　消 費 税…………………………………………… 56万5千円

・ ふるさと基金積立金…………………………………………801万円 増

・ ふるさと寄付お礼品…………………………………………354万円 増
　（ふるさと納税額は、現在2,500万円、増の見込み）

・ 障害児通所支援費……………………………………1,233万8千円 増
　（通所者の増により）

・ 青年就農給付金………………………………………… 652万8千円 増
　（個人4名・夫婦1組）

主な内容

総額

100億4,015万2千円を可決

表紙説明 あさぎり町

Japa n  Her i t age

日本遺産認定
〜日本でもっとも豊かな隠れ里−人吉球磨〜

◦勝
しょうふくじ

福寺関連文化財

◦須
す

恵
え

阿
あ

蘇
そ

釈
しゃ

迦
か

堂
どう

◦山
やまのうえはちまんじんじゃ

上八幡神社

勝福寺は相良氏入国以前の在地豪族の菩提寺ながら、
相良氏による保護を受け続けた寺院。

在地豪族の須恵氏が創建し、相良氏代々が保護した。
釈迦三尊像が民衆に大切に守られ続けている。

戦国時代に滅ぼした上村氏を供養するために、安土
桃山時代になり相良氏が建立した神社。

2



あ
さ
ぎ
り
町
立
小
学
校
運
動
部
活
動
社
会
体
育

移
行
検
討
委
員
会
設
置
条
例

問
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
あ
さ
ぎ

り
を
代
表
す
る
者
、の
中

に
は
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
代
表
も
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。答

野
球
の
あ
さ
ぎ

り
ガ
ッ
ツ
等
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
が
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
代
表
は
含
み

ま
す
。問

子
ど
も
に
主
眼
を
置
い
た
と
こ
ろ
の
環
境
整
備
、

午
後
４
時
半
以
降
の
時
間
帯
に
な
る
の
で
、委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
の
選
出
に
当
た
っ
て
は
、精
通
さ
れ
た
方

で
構
成
し
て
頂
き
、委
員
か
ら
も
建
議
が
で
る
よ
う
な
内

容
の
整
備
を
し
て
頂
き
た
い
。

答
委
員
会
の
中
に
一
番
関
係
の
あ
る
保
護
者
の
代

表
、ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
代
表
、ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
、色
々
吟
味
し
な
が
ら
委
員
さ
ん
を
お
願
い
し

た
い
。問

委
員
20
名
と
な
っ
て
い
る
が
、や
や
も
す
る
と
男

性
だ
け
の
委
員
に
な
る
と
思
う
の
で
、女
性
の
参

画
も
お
願
い
し
た
い
。

答
充
分
配
慮
し
な
が
ら
委
嘱
を
し
て
い
き
た
い
。

練習に励む子ども達

■第 6 回会議 表決一覧（抜粋）
議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

あさぎり町行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町介護保険条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町立小学校運動部活動社会体育
移行検討委員会設置条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町税条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度あさぎり町一般会計補正
予算（第3号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「ヘイトスピーチ対策について強化策
を求める意見書」について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「ゴルフ場利用税の堅持を求める意見
書」について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「ＴＰＰの国内批准に向けた慎重な審議と
万全な国内対策に関する意見書」について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 内 容 の 抜 粋

TPP の国会批准に向けた慎重な審議と
万全な国内対策に関する意見書を決議

１　衆参農林水産委員会の国会決議との整合性について徹底した検証と国民への十分
な説明および国会承認に向けた審議過程の情報開示を行うこと。

２　関税撤廃・削減による農家の所得減少や新たな負担を強いられることがなく、
安定的な農業経営が継続可能となるよう、予算の確保をはじめ万全の国内対策を
講じること。
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　議案第 33 号
あさぎり町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、本条例を
制定する必要があるため。

　議案第 36 号
あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定

　地方税法の一部を改正する法律に伴い、本条例の一部を改正するため。

　議案第 34 号
あさぎり町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定

行政手続きにおける特定の個人を識別するた
め、番号の利用等に関する法律の施行に伴い、
本条例の一部を改正するため。

　議案第 35 号
あさぎり町立小学校運動部活動社会体育移行検
討委員会設置条例の制定

あさぎり町立小学校運動部活動の社会体育移行
について、円滑な運営及び成果の確保を目指し、
中立公正な立場で意見を求めるため、本条例を
制定する必要があるため。

条例の制定 及び 改正 抜 粋

市区町村

毎年 6月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書などに記載します

厚生年金の裁定請求の際に年金事務所
にマイナンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示し、
源泉徴収票などに記載します

町民の皆さんは行政機関や民間企業などへのマイナンバー告知が必要となります。

金融機関 顧客の個人番号を法定
調書等に記載して税務
署などに提出します

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提示します

勤務先

年金事務所
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ワクワクする町へ
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、「
地
方
創
生
」
と

い
う
国
の
強
い
意
向
を
受
け
て
、
本
町

も
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
年
か
ら
、
人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
る
動
き
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。

　

４
月
に
は
、
人
吉
球
磨
地
域
が
、「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
、
町
内
の
「
山

上
八
幡
神
社
」、「
須
恵
阿
蘇
釈
迦
堂
」、

「
勝
福
寺
関
連
文
化
財
」
も
構
成
文
化

財
に
入
り
、
９
月
に
は
、
そ
の
勝
福
寺

の
毘
沙
門
天
立
像
他
２
体
が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
文
化
財
に
豊
富
な
自
然
と

農
産
物
。
あ
さ
ぎ
り
町
に
は
「
地
方
創

生
」
の
資
源
は
タ
ッ
プ
リ
あ
り
ま
す
。

あさぎり町議会議長　橋爪 和彦

問
題
は
進
め
方
で
す
。

　

即
効
性
を
期
待
せ
ず
、
長
い
ス
パ
ン

で
、
継
続
的
に
粘
り
強
く
進
め
る
こ
と

が
大
事
で
、コ
ン
セ
プ
ト（
概
念
）は『
ワ

ク
ワ
ク
』
だ
と
、
個
人
的
に
は
考
え
て

い
ま
す
。
定
住
人
口
を
増
や
す
に
も
人

を
呼
び
込
む
に
も
、
先
ず
は
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
自
ら
が
ワ
ク
ワ
ク
す

る
環
境
を
創
る
こ
と
で
す
。「
ワ
ク
ワ

ク
」
す
る
楽
し
い
と
こ
ろ
な
ら
、
若
者

達
も
残
る
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
も

増
え
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
住
ん
で
い

る
人
達
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
楽
し
く
な

い
所
に
人
は
残
ら
な
い
し
来
て
く
れ
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

本
町
議
会
の
審
議
で
も
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
楽
し
い
町
づ
く
り
に
資
す
る
計
画

か
否
か
を
し
っ
か
り
議
論
し
て
貰
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
財
政

規
律
を
守
る
こ
と
だ
け
は
忘
れ
ず
に
！

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あさぎり町議会議員
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問 �  地域防災の整備・強化への取組みは十分か

問 � 

住
宅
跡
地
の
分
譲
は

森
岡　

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

必
要
な
体
制
を
確
立
し
、
災
害
の
予

防
・
応
急
対
策
及
び
復
旧
に
万
全
を

図
り
、
町
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
し
て
い

る
が
、
最
近
の
災
害
は
、
異
常
災
害

と
か
、
異
常
降
雨
と
か
言
い
ま
す
が
、

地
球
温
暖
化
現
象
に
よ
り
、
異
常
で

は
な
く
通
常
の
現
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
判
ら
な
い
災
害

か
ら
町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に

は
、危
険
を
速
や
か
に
察
知
し
、直
ち

に
安
全
な
場
所
に
避
難
誘
導
す
る
こ

と
が
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
町

に
お
い
て
地
域
に
お
い
て
も
自
分
達

を
守
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
は
、

今
、
以
上
の
自
主
防
災
組
織
を
充
実

し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

災
害
へ
の
対
応
は
非
常
に
大

事
で
あ
り
、
毎
年
の
定
期
防
災
訓
練

を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
に
さ
ら
に
周

知
を
徹
底
し
た
い
。

森
岡　

そ
の
た
め
に
は
自
主
防
災
組

織
の
更
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、

組
織
の
高
度
化
を
図
る
た
め
に
防
災

士
の
育
成
の
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

組
織
全
体
の
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
今
後
も
研

修
会
は
実
施
し
て
い
く
。

町
長　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は

見
直
す
部
分
が
あ
る
。
防
災
士
も
含

め
、
組
織
機
能
が
本
当
に
推
進
す
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

森岡　勉 議員

奥
田　

岡
原
地
区
に
は
町
営
住
宅
が
撤

去
さ
れ
た
住
宅
跡
地
及
び
、
未
だ
住
居

し
て
お
ら
れ
る
住
宅
、
一
部
撤
去
さ
れ

た
跡
地
が
混
在
す
る
住
宅
団
地
が
存
在

し
て
い
る
と
い
っ
た
不
思
議
と
も
思
わ

れ
る
光
景
が
見
受
け
ら
れ
る
。
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

現
在
町
営
住
宅
は
、
４
１
２
戸

の
管
理
を
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
用

途
廃
止
を
含
め
古
い
も
の
か
ら
補
修
を

行
い
、長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

建
設
課
長　

岡
原
地
区
の
公
営
住
宅
の

現
状
は
９
団
地
97
戸
あ
り
、
91
戸
に
つ

い
て
は
現
在
入
居
中
で
す
。
９
団
地
の

う
ち
５
団
地
が
今
後
用
途
廃
止
を
行

い
、
分
譲
す
る
計
画
で
す
が
、
団
地
の

中
に
は
撤
去
し
た
跡
地
と
、
現
在
も
入

居
さ
れ
て
い
る
住
宅
が
混
在
し
て
い
る

状
況
で
分
譲
す
る
と
な
る
と
、
あ
る
一

定
の
区
画
、
面
積
が
必
要
と
な
る
。
分

譲
の
条
件
が
整
っ
た
岡
原
小
学
校
前
の

寺
田
団
地
１
，０
７
４
平
方
メ
ー
ト
ル

を
２
つ
の
区
画
に
分
筆
し
、
今
年
度
払

い
下
げ
を
行
っ
た
。
今
後
の
計
画
で

は
、
斉
堂
区
の
旧
並
木
元
団
地
に
つ
い

て
は
、
普
通
財
産
と
し
更
地
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
約
１
，４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
３
区
画
に
区
画
割
し
、
平
成
28

年
度
で
分
譲
の
計
画
。
そ
の
他
の
団
地

も
条
件
が
整
い
次
第
、
随
時
分
譲
の

計
画
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

剪
定
し
た
樹
木
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
。

奥田　公人  議員

一
般
質
問

※�一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

人が登壇人

分譲予定の斉堂地区・旧並木元団地

ぼ
う
さ
い
し
【
防
災
士
】

防
災
や
救
急
法
の
知
識
・
技
能
を
も

ち
、
災
害
時
に
は
避
難
誘
導
や
救
助
、

避
難
所
の
世
話
な
ど
を
行
う
人
ま
た
は

資
格
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構

が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
、
同
機
構
が

認
証
し
た
研
修
機
関
が
実
施
す
る
防
災

士
研
修
講
座（
自
宅
学
習
・
会
場
研
修
）

を
受
講
・
履
修
し
、
消
防
署
や
日
本
赤

十
字
社
な
ど
公
的
機
関
が
主
催
す
る
救

急
救
命
講
習
を
受
け
て
修
了
証
を
取
得

し
、
資
格
取
得
試
験
に
合
格
し
た
者
に

与
え
ら
れ
る
。
合
格
者
は
同
機
構
に
資

格
登
録
を
申
請
し
、
防
災
士
台
帳
へ
の

登
録
を
経
て
防
災
士
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
消
火
・
救

助
・
救
急
の
実
務
経
験
の
あ
る
消
防
官

吏（
Ｏ
Ｂ
を
含
む
）と
、
日
本
赤
十
字
社

の
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
有
資
格
者

は
、
同
機
構
へ
の
登
録
申
請
だ
け
で

防
災
士
資
格
が
取
得
で
き
る
。
な
お
、

登
録
後
の
有
資
格
者
の
団
体
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
会
が
あ
る
。

6
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久
保　

あ
さ
ぎ
り
駅
東
側
の

土
地
を
購
入
し
た
い
と
の
話
だ

が
、
本
当
に
駐
車
場
は
足
り
な

い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

ポ
ッ
ポ
ー
館

の
70
名
以
上
の
催
し
79
回
と
周

辺
イ
ベ
ン
ト
７
回
の
時
が
不
足

す
る
。

久
保　

一
般
財
源
で
数
千
万
円

を
使
っ
て
ま
で
町
の
財
産
に
す

る
べ
き
な
の
か
。

　

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
駅

裏
の
町
有
地
と
駅
を
つ
な
ぐ
踏

切
を
作
る
方
法
で
検
討
で
き
な

い
か
。

　

駅
北
側
の
町
民
に
は
、混
雑
す
る
南
側

に
回
ら
な
く
て
も
、買
物
や
送
迎
に
便
利

だ
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
利
用
で
き
る
。

町
長　

一
つ
の
考
え
方
と
し
て
受
け
と

め
る
。想
定
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

色
々
と
意
見
を
聞
い
て
提
案
し
た
。

久
保　

町
長
は
経
験
上
、
議
論
の
必
要

性
が
１
番
分
か
っ
て
る
は
ず
。
東
庁
舎

の
件
で
は
、
町
民
と
の
議
論
の
場
が
な

か
っ
た
た
め
迷
走
し
て
い
る
。

　

同
じ
跌
を
踏
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、

事
業
の
進
め
方
に
は
十
分
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
委
員
会
設
置
条
例
に
よ
り
委
員
会
を

設
置
し
て
、
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
。

商
工
観
光
課
長　

民
意
が
反
映
で
き
る

場
に
し
た
い
。

町
長　

委
員
会
で
確
認
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
何
も
問
題
な
い
。

一
般
質
問

山
口　

町
政
の
基
本
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
財
政
基
盤
を
し
っ

か
り
と
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々

の
福
祉
の
向
上
を
図
る
為
の
歳
出

予
算
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
中
で
、
町
長
・
各

担
当
課
長
の
町
づ
く
り
に
対
す
る

思
い
が
ど
れ
だ
け
強
い
か
確
認
す

る
と
共
に
、
平
成
28
年
度
予
算
編

成
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
公
約
に
掲
げ
た

も
の
で
や
れ
な
か
っ
た
分
を
検
証

し
て
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
が
確

実
に
地
方
創
生
に
向
か
っ
て
動
き

だ
し
て
い
る
と
、
伝
わ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
算
定
替
の

特
例
が
終
わ
り
、
普
通
交
付
税
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
安
定
し
た
財
政
基
盤

の
確
立
の
為
に
は
自
主
財
源
で
あ
る
税

収
入
の
収
納
率
の
向
上
等
に
一
層
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
、
一
方
国
が
進
め
る

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
積
極
的
な
推

進
、
町
長
公
約
の
実
現
、
議
会
か
ら
の

提
案
・
要
望
等
を
盛
り
込
み
な
が
ら

「
健
康
と
幸
福
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
平

成
28
年
度
予
算
を
編
成
し
て
い
く
。

久保　尚人  議員

問  

駅
前
駐
車
場
整
備
は

問  平成28年度予算編成
　  方針の基本的な考え方は

山口　和幸 議員

※�一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。

のびゆく、あさぎり町 !

あさぎり駅裏の町有地（斜線部）と駅東側の民有地（破線部）
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徳
永　

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
分
野
に
お
い

て
漢
方
薬
の
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
球

磨
、
人
吉
に
お
い
て
も
平
成
19
年
度
よ
り
薬

用
作
物
の
三
島
紫
胡
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
現
在
の
球
磨
、
人
吉
で
の
栽
培

面
積
は
39
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
栽
培
戸
数
も

１
５
９
戸
と
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
先
般
、

10
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
本
町
が
計

画
し
て
い
る
薬
草
加
工
場
建
設
に
つ
い
て
委

員
会
で
生
薬
会
社
へ
の
視
察
研
修
を
行
っ

た
。
国
内
の
契
約
栽
培
団
体
主
要
拠
点
と
し

て
北
海
道
、
岩
手
、
群
馬
、
和
歌
山
、
高
知

そ
し
て
本
町
と
こ
の
６
拠
点
の
中
に
挙
げ
て

あ
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
期
待
度
の
高
さ
が

わ
か
る
。
場
所
の
問
題
、
建
設
資
金
の
問
題

等
あ
る
と
思
う
が
こ
れ
迄
の
動
き
と
合
わ
せ

て
、
面
積
拡
大
へ
の
施
策
は
。

農
林
振
興
課
長　

28
年
度
に
お
い
て
は
栽
培

面
積
は
人
吉
球
磨
で
51
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

栽
培
戸
数
１
９
１
戸
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。

加
工
場
建
設
に
お
い
て
は
生
薬
会
社
の
方
か

ら
要
望
が
あ
っ
て
い
る
の
で
何
と
か
実
現
に

向
け
て
動
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

徳
永　

将
来
的
に
見
込
み
の
あ
る
生
薬
栽
培

な
の
で
是
非
成
功
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
町

の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
指
針
が
定
ま
れ

ば
果
敢
に
決
断
を
し
て
実
行
に
移
す
事
が
今

だ
と
思
う
。

町
長　

議
員
さ
ん
に
も
力
を
貸
し
て
頂
き
、

状
況
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

問  TPP交渉大筋合意と今後の町の農政方針は

問  

生
薬
の
栽
培
面
積
拡
大
へ
の
取
り
組
み
と

　

 

加
工
場
建
設
は

一
般
質
問

小
見
田　

担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化

で
、
非
常
に
脆
弱
な
基
盤
に
あ
る
農
業

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
が
よ
り
拍
車

を
か
け
、
農
村
社
会
の
疲
弊
を
懸
念
す

る
。
今
こ
そ
地
方
政
治
を
担
っ
て
い
る

首
長
、
議
会
の
使
命
は
重
大
で
あ
る
と

考
え
る
。
国
、
県
に
対
し
て
、
十
分
な

審
議
を
行
う
事
や
、
中
長
期
的
な
農
業

政
策
の
確
立
と
提
示
を
要
望
す
る
事

と
、
町
独
自
の
農
業
構
造
改
革
の
策
定

を
急
ぎ
、
力
強
い

体
制
づ
く
り
を
行

い
、
不
安
解
消
を

図
り
若
者
が
残
れ

る
施
策
を
展
開
す

べ
き
と
思
う
が
考

え
は
。

町
長　

危
機
感
は

当
然
持
っ
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
紆

余
曲
折
は
あ
っ
て

も
決
定
さ
れ
、
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た

時
、
黙
認
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
し

か
し
、
国
に
対
し
て
補
助
金
等
の
要
望

は
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
日
本
全
体
で

決
ま
っ
て
分
配
さ
れ
て
く
る
話
で
あ
っ

て
、
そ
れ
よ
り
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
で

戦
え
る
農
産
物
の
品
目
の
検
討
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
見
田　

総
合
計
画
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
自

由
貿
易
協
定
を
見
据
え
て
「
営
農
支
援

セ
ン
タ
ー
構
想
推
進
」
が
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
。

農
林
振
興
課
長　

法
人
化
し
、
業
務
を

広
げ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

鳥
獣
害
防
止
策
は
。

徳永　正道 議員

小見田　和行 議員

あさぎり町からのメッセージ

現在の作業場（免田畜産センター）
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橋
本　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

燃
焼
温
度
を
上
げ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
焼

却
炉
の
延
命
化
や
、
石
油
消
費
削
減
、
温
室

効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
抑

制
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
従
っ
て
ご
み
処
理
費
負
担
金
が
削

減
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
な
考
え
か
。

町
長　

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
私
も
一
緒
で
す
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処

理
を
先
行
し
て
進
め
て
い
る
所
の
課
題
を

し
っ
か
り
と
整
理
し
、
や
り
方
に
つ
い
て

は
、
先
進
事
例
等
を
よ
く
見
て
判
断
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

空
家
、
空
地
の
放
置
ゴ
ミ
等
の
処
理
は

橋
本　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
行
方
不

明
で
あ
っ
た
り
相
続
権
者
が
い
な
い
土
地
・

建
物
に
ゴ
ミ
が
放
置
さ
れ
、
環
境
的
に
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
人

口
減
少
が
進
め
ば
、
さ
ら
に
こ
の
様
な
こ
と

が
多
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
と
し

て
の
取
組
み
を
ど
の
様
に
し
て
い
く
か
。

総
務
課
長　

国
の
特
別
措
置
法
、
町
の
条
例

化
で
か
な
り
の
調
査
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
ひ
と
つ
の
前
進
だ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
課
題
が
出
て
お

り
、
環
境
問
題
の
解
決
に
対
応
す
る
時
の
、

町
の
財
政
措
置
を
ど
う
す
る
か
、
今
か
ら
そ

う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問  
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
対
策
の
推
進
は

一
般
質
問

橋本　誠 議員

加
賀
山　

あ
さ
ぎ
り
町
に
な
り
児
童
図

書
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
図
書

館
の
数
や
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
、
住
民
が
本
に
接
す
る
機
会
は
減
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
近
隣
で
は
人
吉
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
や
錦
町
に
移
動
図
書

館
が
あ
る
。
あ
さ
ぎ
り
町
で
も
出
来
な

い
か
。

町
長　

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
、
良
い

本
を
読
む
事
は
大
事
な
教
育
だ
。

加
賀
山　

本
に
親
し
む
事
で
学
力
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
る
。
高
齢
者
の
方
か
ら

は
、
「
図
書
館
に
行
き
き
ら
ん
ご
と
な

れ
ば
本
も
読
ま
れ
ん
」
と
の
話
も
聞
い

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
体
制
づ

く
り
も
考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
図
書
館

の
な
い
上
・
須
恵
・
岡
原
地
区
か
ら
で

も
検
討
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
読
み
聞

か
せ
等
を
通
じ
て
子
ど
も
達
と
高
齢
者

と
の
交
流
づ
く
り
に
も
活
用
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

教
育
課
長　

以
前
あ
っ
た
図
書
館
事
業

は
平
成
12
年
に
廃
止
と
な
っ
た
。
今
、

町
で
は
小
学
校
や
施
設
を
対
象
に
「
団

体
貸
し
出
し
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

町
長　

移
動
図
書
館
と
い
う
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
読
書
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た
。

◎
そ
の
他
の
質
問

○
町
の
中
心
部
や
近
隣
町
村
と
の
境
界

等
に
「
健
康
幸
福
の
町
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
看
板
の
設
置
を
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
対
応
の
現
状

は
。

問  移動図書館で地域の交流づくりを

加賀山　瑞津子 議員

廃プラスチック等中間処理施設（宇土市）

郡内での移動図書館の活用
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永
井　

11
月
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
大
筋

合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
農
林
水
産
関
係
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
補
正
予
算
額
約
３
千
億
円
の

詳
細
は
分
か
っ
て
い
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長　

現
在
、新
聞
報
道
以
外
の

情
報
は
な
い
が
、農
業
農
村
整
備
事
業
に
も

別
に
１
千
億
円
が

あ
る
事
は
わ
か
っ

て
い
る
。

永
井　

こ
の
大
筋

合
意
に
よ
っ
て
、

地
元
の
農
産
物
へ

及
ぼ
す
影
響
を
検

討
す
る
べ
き
と
思

う
が
。

町
長　

重
点
項
目

に
つ
い
て
は
あ
さ

ぎ
り
町
独
自
で
も
調
べ
て
い
け
れ
ば
と
思
う

が
、で
き
れ
ば
Ｊ
Ａ
や
県
も
含
め
た
人
吉
球

磨
の
広
域
の
枠
組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

永
井　

薬
草
の
加
工
場
建
設
に
向
け
た
現
状

は
。

町
長　

場
所
に
つ
い
て
は
民
家
か
ら
離
れ
た

場
所
が
必
要
で
あ
る
し
金
額
も
含
め
て
課
題

が
あ
る
が
、薬
草
会
社
か
ら
は
な
る
べ
く
早

く
と
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、一
つ
一
つ
細
か

く
検
討
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

問  
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
の
地
元
へ
の
影
響
は

永井　英治 議員

一
般
質
問

問  農産物に付加価値をつける加工施設が
　  必要と思うが

小
出　

今
、
農
家
が
元
気
を
出
す
に

は
、
何
か
に
取
り
組
む
事
だ
と
思

う
。
県
内
で
、
カ
ッ
ト
野
菜
工
場
の

話
も
聞
く
が
、
町
内
に
は
農
地
も
多

く
、
今
後
は
、
水
田
裏
作
も
含
め
、

水
田
、畑
地
を
い
か
に
有
効
利
用
し
、

所
得
を
上
げ
、
経
営
を
安
定
に
持
っ

て
い
く
か
だ
と
思
う
。
以
前
、
深
田

中
学
校
跡
地
の
農
産
物
加
工
施
設
の

話
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
現
在
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

農
産
物
を
加
工
し
て
付
加
価

値
を
つ
け
、
雇
用
を
生
み
、
出
荷
を

す
る
事
は
是
非
必
要
と
思
う
。
３
年

程
前
に
Ｊ
Ａ
に
提
案
し
た
が
、
ま
だ

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

小
出　

国
産
野
菜
を
利
用
し
た
カ
ッ

ト
野
菜
、
業
務
用
野
菜
は
需
要
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
始
め
か
ら

大
規
模
で
は
な
く
、
身
の
丈
に
あ
っ

た
施
設
な
ど
か
ら
、
と
に
か
く
取
り

組
み
を
始
め
る
事
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

町
長　

加
工
品
の
取
り
組
み
と
、
販

路
開
拓
を
同
時
に
進
め
る
の
は
難
し

い
。
小
規
模
な
設
備
か
ら
で
も
、
始

め
る
事
が
大
事
な
こ
と
だ
。

小
出　

農
家
の
為
に
な
る
加
工
施
設

が
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
出
来
る

事
を
期
待
し
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

ふ
る
さ
と
振
興
社
の
運
営
は
。

小出　高明 議員

水田裏作　加工用たまねぎ
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皆
越　

あ
る
事
業
所
の
10
周
年
記
念
行

事
に
頂
い
た
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
塩

あ
め
が
５
個
入
り
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
・
塩
あ
め
で
熱
中
症
対
策
！
そ

し
て
支
援
を
！
日
本
ス
ポ
ー
ツ
団
体
熱

中
症
対
策
推
進
会
。
継
続
支
援
を
目
的

と
し
て
の
ご
理
解
を
。
小
さ
な
文
字
に

心
惹
か
れ
、
町
内
で
も
継
続
性
の
あ
る

支
援
を
実
施
さ
れ
、
義
援
金
を
町
長
に

手
渡
さ
れ
て
い
る
姿
。
町
と
し
て
の
取

り
組
み
は
。

福
祉
課
長　

役
場
本
庁
舎
、
各
支
所
、

温
泉
施
設
、
天
子
の
菖
蒲
ま
つ
り
に
募

金
箱
を
設
置
し
た
り
、県
老
人
ク
ラ
ブ
、

各
種
団
体
が
取
り
組
ま
れ
、
送
金
し
て

お
ら
れ
る
。

皆
越　

あ
る
団
体
が
、
東
日
本
大
震
災

支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
28
年

８
月
実
施
で
、
物
品
販
売
を
父
兄
の
方

が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
と
し
て

の
共
催
は
ど
の
よ
う
な
物
か
。

教
育
課
長　

翔
成
館
剣
道
部
創
立
10

周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
、
東
日
本
大
震

災
へ
の
支
援
招
待
と
し
て
平
成
28
年
８

月
５
日
〜
８
日
に
錬
成
大
会
の
計
画
を

伺
っ
て
い
る
。
又
こ
の
団
体
は
東
日
本

大
震
災
後
自
分
た
ち
で
作
っ
た
米
を
毎

年
販
売
し
被
災
地
の
方
へ
送
金
し
て
い

る
活
動
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
庁

内
で
も
で
き
る
だ
け
支
援
を
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

木
製
掩
体
壕
保
存
は
。

問  東日本大震災、東松島市復興支援は

皆越　てる子 議員

一
般
質
問

溝
口　

旧
東
庁
舎
に
㈱
ナ
ビ
ッ
ク
進
出
の
協

定
書
を
県
庁
で
交
わ
し
て
か
ら
９
ヶ
月
に
な

る
。
議
会
に
旧
庁
舎
の
売
却
に
関
す
る
議
案

は
い
つ
提
案
す
る
の
か
。

町
長　

３
月
議
会
に
提
案
す
る
。

溝
口　

随
意
契
約
で
売
却
を
行
う
こ
と
は
、

自
治
法
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

旧
庁
舎
敷
地
を
貸
し
付
け
る
場
合
、
借
地
借

家
法
の
何
条
で
契
約
を
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

23
条
で
検
討
し
て
お
り
貸
し
付

け
期
間
が
来
た
ら
更
地
に
し
て
返
還
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。

溝
口　

更
地
に
す
る
こ
と
を
企
業
が
で
き
な

い
事
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
町
民
に
負
担
を

さ
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
建
物
解
体
費
約

６
千
万
円
を
担
保
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
。

町
長　

町
と
し
て
の
持
ち
出
し
や
支
援
を
直

接
や
る
こ
と
は
な
い
。

溝
口　

本
町
に
は
財
産
処
分
等
の
条
例
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
問
題
が
起
こ
る
。
条

例
の
制
定
や
随
意
契
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

作
成
す
る
こ
と
が
職
員
も
仕
事
が
し
や
す
い

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

例
規
関
係
の
整
備
を
す
る
必
要

性
は
感
じ
て
い
る
。

溝
口　

議
会
自
ら
提
案
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
く
。

問  

旧
東
庁
舎
売
却
・
貸
付
の
議
案
は

　

  

い
つ
提
案
す
る
の
か

溝口　峰男 議員

支援活動の一部（田植と米の収穫）

11月7日〜8日　郡市小学生ソフトボール大会
旧東庁舎裏の駐車場
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第２回 中学生議会

１番　山㟢 淳史
問 

あ
さ
ぎ
り
町
の
標
語
へ
の
思
い
と
取

り
組
み
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

　

若
い
町
と
は
、
若
者
定
住
、
気
持
ち
の

若
い
ま
ち
。
豊
か
な
町
と
は
人
々
の
心
が

豊
か
な
町
、
生
活
の
質
が
豊
か
な
町
。
夢

ふ
く
ら
む
町
と
は
、
町
づ
く
り
の
多
様
な

夢
を
思
い
切
り
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
取

り
組
み
は
、
個
々
の
産
業
が
連
携
し
、
町

の
産
業
全
体
の
活
性
化
。
町
民
が
健
康
的

に
生
活
で
き
、
と
も
に
生
き
共
に
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

７番　万江 有貴
問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

　

今
年
の
４
月
よ
り
寄
附
を
し
た
方
に
、

あ
さ
ぎ
り
町
の
特
産
品
等
を
お
返
し
す
る

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
寄
附
金
の
使
い
道

は
、
産
業
振
興
等
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
使

わ
れ
て
ま
す
。

10 番　藤本 芽生
問 

医
療
費
の
手
続
き
に
つ
い
て

町
長

　

小
学
校
ま
で
無
料
化
し
た
と
き
、
お
金

を
全
然
や
り
と
り
し
な
く
て
い
い
様
に
し

た
が
、
子
供
医
療
費
が
増
加
し
た
の
で
、

一
旦
、
病
院
で
支
払
う
事
に
よ
り
、
医
療

費
を
抑
制
し
そ
の
か
わ
り
、
中
学
校
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
化
し
た
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
病
院
と
話
し
合
い
、
一
旦
病

院
で
支
払
後
、
預
金
通
帳
に
戻
る
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
み
た
い
。

９番　前田 悠汰
問 

空
き
屋
対
策
に
つ
い
て

総
務
課
長

　

一
軒
一
軒
ど
こ
に
空
き
家
が
あ
る
か
を

今
調
べ
て
い
る
。
基
本
的
に
、
所
有
者
に

管
理
し
て
も
ら
う
が
、
取
り
組
み
が
な
い

時
は
、
法
律
的
に
町
で
取
り
組
む
事
も
可

能
。
財
政
的
な
課
題
も
あ
り
、
活
用
策（
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
）に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

建
設
課
長

　

町
内
４
１
０
戸
の
町
営
住
宅
が
あ
り
、

４
０
０
世
帯
入
居
、
空
き
家
が
10
件
と
い

う
状
況
。

８番　宮㟢 彩乃
問 

日
本
遺
産
に
つ
い
て

商
工
観
光
課
長

　

日
本
遺
産
、
文
化
財
を
活
用
し
て
観
光

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
今
現
在

観
光
振
興
計
画
を
策
定
中
で
す
。
お
か
ど

め
幸
福
駅
を
観
光
の
入
り
口
と
し
て
、
町

の
い
ろ
ん
な
文
化
財
、
自
然
環
境
を
利
用

し
た
場
所
に
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

２番　中村 ももこ
問 

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

　

あ
さ
ぎ
り
町
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
進

め
、
そ
の
中
で
町
と
し
て
、
健
康
と
幸
福

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
体
に
優
し
い
作
物
の

栽
培
な
ど
に
よ
る
新
た
な
食
文
化
の
創

造
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
づ
く
り
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

３番　愛甲 優佳
問 

外
国
人
比
率
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て

教
育
課
長

　

外
国
籍
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
外
国
人
が
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
れ

ば
便
利
と
思
い
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
活
性
化
委
員
会（
全
議
員
構
成
）の
企
画
で
、
自
分
た
ち
自
身

や
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の
家
族
の
生
活
が
町
政
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
、
町
政

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
、
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
2

回
目
の
中
学
生
に
よ
る
1
日
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
、
松
本
愛
理
さ
ん
、

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
、
國
政
樹
君
、
古
賀
伽
椰
野
さ
ん
、
渋
谷
侃
弥
君

を
指
名
し
、
一
般
質
問
に
14
人
の
生
徒
が
登
壇
し
町
の
執
行
部
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
で
質
問
し
ま
し
た
。

議長あいさつ
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第２回 中学生議会

11 番　蓑田 真央
問 

駅
前
の
開
発
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て

商
工
観
光
課
長

　

５
年
間
で
２
億
３
，８
０
０
万
ほ
ど
か

か
っ
て
い
る
。
６
月
の
花
菖
蒲
祭
り
、
８

月
の
夏
祭
り
、
９
月
の
夜
市
、
11
月
の
後

半
ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
点
灯
式
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

と
い
う
よ
う
な
部
分
を
考
え
、
で
き
る
だ

け
住
民
の
方
が
そ
の
祭
り
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

12 番　三好 彩夏
問 

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

商
工
観
光
課
長

　

人
口
減
少
対
策
の
中
で
移
住
の
推
進
が

あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
も
含
め
、
現
在
策
定
中

の
総
合
戦
略
の
中
で
、
移
住
の
受
け
入
れ

計
画
の
取
り
組
み
は
、
28
年
度
か
ら
本
格

的
に
取
り
組
み
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

14 番　小見田 惠未
問 

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

福
祉
課
長

　

木
質
チ
ッ
プ
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
や

し
て
温
泉
水
、
シ
ャ
ワ
ー
の
水
を
温
め
る

の
が
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
。
一
般
的
に

は
二
酸
化
炭
素
の
削
減
の
効
果
が
あ
り
、

燃
料
コ
ス
ト
の
削
減
、
地
域
の
活
性
化
、

林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

13番  平田 青空
問 

地
方
財
政
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

　

町
民
１
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス
の
費
用
ま

た
は
借
金
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
末
で

積
立
金
が
約
１
人
当
た
り
49
万
円
、
借
金

が
約
73
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

４番　水本 莉亜奈
問 

道
路
整
備
安
全
対
策
に
つ
い
て

建
設
課
長

　

町
が
管
理
す
る
道
路
が
、
約
７
０
０
路

線
、
総
延
長
が
約
４
８
０
キ
ロ
。
未
整
備

の
道
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
工
事
費
用
が
多
く
か
か
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
通
学
路
・
交
通
量
そ

れ
か
ら
、
歩
行
者
が
多
い
道
路
を
優
先
的

に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

５番　倉元 遊海
問 

条
例
に
つ
い
て

総
務
課
長

　

皆
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る
中
学
校
は
何

が
根
拠
で
中
学
校
が
あ
る
か
と
い
う
と
、

あ
さ
ぎ
り
町
立
小
中
学
校
設
置
条
例
や
、

あ
さ
ぎ
り
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例
あ
る
い

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
規
則
に
よ
っ

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
動
い
て
い
ま
す
。

奨
学
金
の
貸
与
条
例
は
、
高
校
あ
る
い
は

大
学
と
行
か
れ
る
場
合
に
、
奨
学
金
を
借

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

６番　池上 友梨
問 

保
育
園
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

福
祉
課
長

　

町
立
保
育
所
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
費
の
削
減
を
目
的
と
し
た
も
の
で

な
く
、
民
営
化
は
民
間
活
力
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
育
所
を
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
子
供
た
ち
・
保
護
者
へ
、
安
定
的

に
良
質
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

域
に
根
差
し
た
保
育
所
へ
進
化
し
て
い
く
、

こ
れ
が
１
番
の
目
的
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あさぎり町第２回中学生議会議員
議席 氏　　名
１番 山　㟢　淳　史
２番 中　村　ももこ
３番 愛　甲　優　佳
４番 水　本　莉亜奈
５番 倉　元　遊　海
６番 池　上　友　梨
７番 万　江　有　貴
８番 宮　﨑　彩　乃
９番 前　田　悠　汰
１０番 藤　本　芽　生
１１番 蓑　田　真　央
１２番 三　好　彩　夏
１３番 平　田　青　空
１４番 小見田　惠　未
議長　松　本　愛　理
会議録署名議員　　　

國　政　　　樹
古　賀　伽椰野
渋　谷　侃　弥

議長　松本愛理さん

町長答弁
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受
け
、
現
時
点
で
の
今
後
の
方
向
性
の
説

明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら
の
質
問
や
意
見

で
は
、
本
日
の
説
明
で
は
今
後
の
方
向
性

に
ま
だ
ま
だ
あ
や
ふ
や
な
点
が
多
く
、
納

得
で
き
る
方
向
性
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の

意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
担
当
課
と
し
て
も
、

本
日
の
委
員
会
で
の
意
見
を
持
ち
帰
り
再

度
検
討
す
る
と
い
う
事
で
閉
会
を
し
た
。

○
９
月
24
日
〜
26
日

　

愛
知
県
長
久
手

市
役
所
に
て
「
市

民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
」
を
研
修
。

市
民
と
若
手
市
職

員
が
次
世
代
の
ま

ち
づ
く
り
の
担
い

手
を
育
成
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

校
区
に
は
地
域
共

生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

　

第
２
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
に
召

集
さ
れ
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定
し
、

補
正
予
算
第
１
号
で
26
年
度
決
算
で
生

じ
た
余
剰
金
の
一
部
４
，９
９
２
，０
０
０

円
を
町
村
へ
返
金（
あ
さ
ぎ
り
町
は
２
，

４
４
５
，０
０
０
円
）す
る
為
負
担
金
の
減

額
で
調
整
し
、
専
決
処
分
を
承
認
し
た
。

同
組
合
の
行
政
手
続
条
例
、
個
人
情
報
保

護
条
例
、
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
の

３
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。

　

11
月
27
日
、
午
後
２
時
よ
り
、
保
育
所

の
民
営
化
に
つ
い
て
、
移
管
先
決
定
後

の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
福
祉
課
よ
り
、
移
管
先
の
決
定
を
踏

ま
え
保
護
者
説
明
会
や
職
員
の
説
明
会
、

ま
た
行
政
上
の
手
続
き
な
ど
も
、
こ
れ

と
い
っ
た
問
題
も
な
く
推
移
し
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
か
ら
の
質
問
の
後
、
本
委
員
会
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
の
保
育
所
が
民

営
化
に
向
け
て
順
調
な
経
過
を
見
て
い

る
事
に
対
し
、
現
段
階
で
は
特
段
意
見

を
言
う
事
は
な
い
と
し
た
。

　

次
に
、
温
泉
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
っ
た
。
福
祉
課
よ
り
、
町
内
の

３
つ
の
温
泉
施
設
の
現
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

収
支
や
利
用
者
数
の
時
間
帯
別
の
調
査
の

結
果
等
、
詳
細
な
資
料
に
基
づ
き
説
明
を

　

11
月
27
日
午
前
10
時
よ
り
人
吉
球
磨

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
に
て
、
第

４
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
３
件
の
平
成
26
年
度
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算

特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
審
議
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
認
定
さ
れ
た
。
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
他
３
件
に
つ
い
て
も
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

11
月
30
日
、
第
５
回
定
例
会
が
召
集
さ

れ
、
平
成
27
年
度
、
病
院
事
業
、
介
護
老

人
施
設
及
び
健
診
セ
ン
タ
ー
事
業
、
会
計

補
正
予
算
、
上
球
磨
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
補
正
予
算
の
２
件
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

又
、
企
業
長
よ
り
、
医
師
招
聘
活
動
の
状

況
、
第
１
回
健
康
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
報
告

等
が
あ
っ
た
。

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会人吉球磨クリーンプラザ

長久手市・市民協働プロジェクト 方向性が注目される２つの温泉施設

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

厚
生
常
任
委
員
会
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議　会　研　修

設
置
さ
れ
、
集
ま
っ
た
仲
間
と
地
域
の
課
題

と
取
り
組
み
を
学
び
課
題
解
決
に
向
け
て

目
標
を
定
め
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
市

長
の
「
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ず
は
笑
顔
で
こ
ん

に
ち
は
」
の
ベ
ス
ト
を
率
先
し
て
着
用
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
姿
は
職
員
や
市
民
か
ら
も

好
感
が
も
た
れ
て
い
た
。

○
９
月
16
日
（
水
）

　

所
管
事
務
調
査

　

平
成
27
年
度
橋
梁
補
修
工
事
個
所
変

更
に
つ
い
て
。
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
健
全
度
の
低
い
橋
梁
を
選
定
し

て
工
事
を
予
定
し
て
い
た
が
町
道
皆
越
線

に
架
か
る
芋
八
重
橋
が
危
険
度
が
高
い
と

判
断
。
委
員
会
と
し
て
は
了
承
し
た
。

○
10
月
７
日
〜
８
日

　

委
員
会
視
察
研
修

　

東
京
㈱
ツ
ム
ラ
本
社
。
茨
城
県
ツ
ム

ラ
茨
城
工
場
。

○
11
月
16
日
（
月
）

　

所
管
事
務
調
査

建
設
経
済
常
任
委
員
会

ツムラ（株）茨城工場漢方記念館

熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

平
成
27
年
10
月
27
日（
火
）

益
城
町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　
「
地
方
議
会
の
課
題
と
そ
の
活
性
化
策
」

を
演
題
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

片
山
善
博
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
片
山
氏

は
、
元
鳥
取
県
知
事（
２
期
）、
総
務
大
臣

（
Ｈ
10・９
〜
Ｈ
11・９
）経
験
者
で
執
筆
活

動
に
テ
レ
ビ
出
演
に
活
躍
中
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
地
方
議
会
の
在
り
方
と
し
て
、

自
治
体
の
中
で
一
番
重
要
な
の
は
議
会

で
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
議
会
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に

は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
な
く
常
に
議
会

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
住
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
な
い
。
常
に
住
民
が
求
め
る
議
会
に

な
っ
て
い
る
か
考
え
る
。
議
会
制
民
主

主
義
と
は
、
徹
底
し
た
議
論
を
す
る
こ

と
で
あ
る
。
公
聴
会
は
国
会
で
は
開
い

て
い
る
が
地
方
議
会
は
開
い
て
い
な

い
。
重
要
案
件
は
、
議
会
で
条
例
化
す

る
の
が
望
ま
し
い
。

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
今
の
ま
ま

で
は
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い

か
。
何
故
な
ら
過
去
の
検
証
を
や
っ
て

い
な
い
し
、
過
疎
対
策（
過
疎
債
）は
半

世
紀
余
り
や
っ
て
き
た
。
名
称
を
変
え

た
だ
け
で
は
な
い
か
。
本
来
、
地
方
が

や
り
た
い
こ
と
を
や
り
や
す
い
よ
う
に

地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
個
別
の
地
域
は
個
別
の
地
域
で

や
る
も
の
で
、
国
が
声
を
か
け
て（
号

令
）や
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
は
全
国
各
地

方
か
ら
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
提
案
が
あ
っ
た
。
結
び
に
、
議
会

は
決
論
有
り
き
で
は
な
く
、
出
来
る
だ

け
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
力
説
さ
れ
講
演
会
を
終
え
た
。

議
会
活
性
化
委
員
長
　
小
見
田
　
和
行

　

議
会
の
活
動
に
対
し
て
町
民
の
評
価

が
的
確
に
な
さ
れ
る
よ
う
情
報
の
提
供

に
努
め
る
こ
と
と
、
議
会
の
説
明
責
任

を
果
た
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て

町
民
の
意
見
を
聴
取
し
て
議
会
運
営
の

改
善
を
図
る
た
め
に
議
会
報
告
会
を
年

１
回
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
開
催
し

今
回
が
第
５
回
の
報
告
会
で
あ
る
。
第

４
回
ま
で
は
全
町
民
対
象
に
参
加
者
を

募
っ
て
き
た
が
、
一
般
の
町
民
の
参
加

が
少
な
く
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
活
性

化
特
別
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
き

た
。
そ
の
結
果
試
行
で
は
あ
る
が
各
種

団
体
に
議
会
か
ら
呼
び
掛
け
て
報
告
、

意
見
交
換
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
今
回
の
運
び
と
な
っ
た
。
町
Ｐ
連

の
方
々
は
子
育
て
真
っ
最
中
で
あ
り
、

町
を
支
え
る
原
動
力
の
中
枢
を
な
す
方

ば
か
り
で
あ
り
、
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、

町
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
有
意
義
な
報

告
会
と
な
っ
た
。

元総務大臣　片山氏

議会報告会

町PTA連絡協議会の皆さんと議会報告会
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町 民 声の

成人にあたり思うこと
　５ヶ町村が合併しあさぎり町が誕生して早10年程が経ちました。
平成の大合併としてまた、モデル都市としてということでしたが、
球磨地域で人口減少と共に少子高齢社会を程なくして迎えました。
そのため本町でも若者が流失し地元に残り仕事をする人も年々減少
しています。その中でどの様にしたら地域おこしが出来るか、一人
でも多くの観光客を呼び込むことが出来るかを、議会だけではな
く、町職員、町民が一丸となり取り組むべきだと感じています。駅
前の道路拡張工事も行われていますが町が誕生した時に造るべきで
はなかったのかと思います。アベノミクスのおかげか分かりません
が日本全体的には景気は安定していますが地方はそれを感じること
ができていないのが現状であり、地方創生が叫ばれてもいます。こ
れらをふまえると本町としては防災、観光により一層の力を入れる
必要があると思います。町民が笑顔で安心したまちづくりをしてい
ただきたいと思っています。

上（永里）

尾方 真紀子

深田（仁王）

椎葉 悠太

　11月に行われたあさぎり町駅伝大会で、最初で最後であろう４人
の名前入りのファミリー賞。子ども達３人の名前が並ぶ賞状を頂く
ことはおそらくないだろう。地元を離れ遠く県外へ就職していく次
男の走る姿を見ることもなくなるのか、試走をする後ろ姿を見なが
ら涙が出そうだった。手が離れ、自立していく喜びとはうらはらに
大きな寂しさが込み上げてくる。息子達から子離れしないといけな
い時期がとうとうきてしまったのか･･･。しかしまだ中学１年の娘
が残っていた。そう自分に言い聞かせながら、そして寂しがるじい
ちゃんばあちゃんを慰めながら、あと一緒に居られる時間を大事に
過ごしておこう。
　若い人が残ってくれるような魅力ある町づくり、そして若者が働
ける企業や職場の増加を願い、何年後にか、あさぎり町にもＵター
ン就職応援制度みたいなものができてくれることを期待して、あき
らめの悪い母のひとり言でした。

私のひとり言

編
集
後
記

　

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
、
今

期
最
後
の
発
刊
を
迎
え
た
。
町
の
情
報

誌
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
目
を
通

し
て
も
ら
え
る
広
報
誌
と
な
っ
て
い
る

か
？　

常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
研
鑚

を
重
ね
努
力
し
て
き
た
。
お
か
げ
で
、

県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
に
上
る

ま
で
に
な
り
、
近
年
他
町
村
か
ら
研
修

を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
日
々
怠
る

こ
と
が
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
新
人
議
員
に
と
っ
て

は
議
会
人
と
し
て
成
長
す
る
絶
好
の
場

で
も
あ
る
。

　

今
年
は
「
申
年
」
伸
び
る
伸
ば
す
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
町
議
会
並
び
に
あ

さ
ぎ
り
町
が
今
年
一
年
平
穏
で
か
つ

益
々
発
展
す
る（
伸
び
る
）年
で
あ
る
よ

う
祈
念
し
た
い
。

（
久
保
田
）

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
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ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

副
委
員
長
　
皆
　
越
　
て
る
子

委
　
　
員
　
久
保
田
　
久
　
男

奥
　
田
　
公
　
人

森
　
岡
　
　
　
勉

小
　
出
　
高
　
明

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

16


